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■施工方法

・本品は弁棒を回転することで
　流量調整が可能な製品です。

・本品は通水方向に指定があります。
　通水方向が継手本体刻印の「→」と
　同方向になるように配管して下さい。

・専用スタンド付（NFC13J4ST）製品は、
　スタンドをカットして高さ調整が可能です。

・スタンドバーとベースプレートを接着
　する場合は、ABS用接着剤をご使用下さい。

・継手は分解しないでください。

■流量調整方法

・弁棒はマイナスドライバーを使い、
　必ず「手まわし」で調整を行って下さい。

　電動工具などで無理に回すと、止水機能が
　損なわれる恐れがあります。

・弁棒開度別の継手吐出流量は下図の通りです。

　流量を調整する際の参考として下さい。
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【NFC13J4ST 施工例】 
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（当社測定結果） 


